坑内採炭切羽地圧解明のための諸要素の現場測定 by 中嶋  滋夫
坑内採炭切羽地圧解明のための諸要素の現場測定







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
国際地域学研究 第5 号2002 年3 月 95
坑内採炭切羽地圧解明のための諸要素の現場測定
中 嶋 滋 夫 ’






































































































98 国際地域学研究 第5 号2002 年3 月
















































































〃W 一 一 W 匹
－
p ｀ て‥ ／ nf n
ln








































ψ さ マN マtn















七 な1 ／ ／






































二 ☆ ¬7 n／レ 『 ＼_ ｜
-
ノ □/ ＼ X














































iM ㎝S £or}P 壽or&ihb IHCASEor2PROPLINE
Fig.8HistogramofCantileveringLengthofSecond
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6 。 各 期毎 の各 天盤 の崩 落状 況
本分析では、西20片6 号下層ロングにおいて初めて第4 天盤の喰いきりの認められた10月25日以
降を後期、それ以前を前期とした。本層6 号ロングは10月24日までに約80m 進行しており、当時まで
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Fig.14CantileveringLengthofEachRoofatEachPhase
